
自然 日長の短縮が卵黄の色調および

血清キサン トフ ィル含量におよぼす影響

大塚澄雄 *･大 石 武士 * 
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Ⅰ.緒 言 は秘めて'･L'接であることが知 られてお り.わが国にG,･

迎ii･数十年間,絶えず家禽におよはすp SmldOh ltooper J I本間; .おいて t,叫本J ''細 EEI1)田中らJ)の報告や綜説

の ;;呈Z背について研究者の関心か払われ.これ らの現

射 二関する一般的な所見の綜説 い ､くつかある.もe-

に,近年においては, 日tiを人工的にf..T々 変化させ

ることによる蕗卯鵜におよばす影響について,関心

かある.また,産卵率 との関係についても MCCLUSKLY

ら-'tをは じめい くつかの研究がなされている.自然

日liの Ik -も報告 している.: ...少と換羽については鹿松 ら()

それ らの報告は, 自然 日脚 寺間e)減少は鶏の間脳 を

tesro

G介して,下垂体前葉の性腺刺激ホルモン(

泌を減旦せしめ,その結果卵巣機能が衰退して gen

TH)の分かむいてきているようである.それらの研究の内谷

は,主 として産卵およびその生理に関するものが 多

i iroxnh分泌のil父 他方で甲状腺か らのt 分u少をきた し.し＼.

ka

生理に関連 してはホルモン的追求の研究が旺んで 泌が旺盛 とな り,産卵率の低下に続いて産卵休止 ･

ある.自然 日長 と範体内の純々のホルモンとの関係 換羽 をおこすことを認めている.従って, この時期 
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ていたことにも関係があると思われる. 

飼料摂取量について.

lba飼料摂取量の動向については T e5に示すとお

りである. 
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0.調の低下に影響する主要因ではないと考えられる. して6-7週,N04は4週に対 して 4-5過,N 6


)血清中のキサントフィル含量におよはす影響

産卵の休止 ･換羽の前後における血清中のキサン トフィル含量の増加がみられた.こ,の結果は,実験

(3
 は 3週に対して 3-4週に,それぞれ著しいキサン

トフィル含量について検討した結果は, Fi に示

すとおt)である. 致する.これに反して,産卵成績の比較的良好なNo 

2,N03のキサントフィル含量が比較的低い値を示

したのは,産卵の継続によってキサントフィルの利

6g. Ⅰにおける産卵率との相関を検討 した際の結果と一

o-用が円滑に行なわれたことをあらわしている.N 2


の血清キサントフィル含量が 6-7週に著しく高 く


なった原因は, 8週における産卵率の低下および実


験終了後に観察された休産の影響を受けた結果によ


るもので,キサントフィルの利用性の低下の現象の

一つであると解される.

自然日長の短縮の影響は､産卵率および飼料摂取

量に強い影響をおよはすことが認められ,この際GTH

の衰退が tesrogenの分泌を抑制 し,結果として産卵

休止に至ると考 えられるが.また,これらのホルモ
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 ンは色調に影響し,キサントフィルの利用性を低下

せしめて色調をうす くするものと推測される.ks	 

nausbou
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yIIc sa tp eit tonenh hoptxan.Serumi 6g,F

hegoit夏季僻化のWh e L

血清中のキサントフィル含量は,個体,産卵率ま し,中秋より晩秋の 6週間(実験 Ⅰ),および春季僻

たは飼料摂取量などの影響によりそれぞれ興ってお 化の同稚(2年鶏)を供試し,初秋より産卵休止に至

,1 2迎までは平均キサントフィル含量は 

±1 F

go

-

5


l iayn

2.


()

ltnme	 り･iexper(ikcenshrc
Ⅳ
 要 約

rn純成鶏(2年鶏)を秩試

4
47.
 るまでの 9週間(実験 ⅠⅠ)をそれぞれ実験期間として,

自然日長の短日期における卵黄の色調および血清中/nLg e程度であったが,鶏が休産に入ると 3
52.


2.

もない,さらに水草を高め 週を経過する時点で. 7


±1	 p1

88
8.
は ±

g/ne程度に含量が高くなり,休産が進むにと のキサントフィル含量におよはす影響,ならびにそ

!多れらに;;響する二,三の要因について検討した結果

を要約すれば,つぎのとお りである.FL9
14.
 g/nLの含量を示 し,休産前にくらべお

19.
よそ 倍の増加であった.この増加割合は実験 Ⅰに


おける産卵率を々膚して比較すればほ ､■同じ結果で に著しく低下し,産卵休止(換羽)の現象が認められ,


短 日期に入ると,産卵率および飼料搾取量はとも

ある. 0血清中のキサントフィル含量は産卵率5%以下に達

つぎに,個体レベルでのキサントフィル含量を検 すると急速に増加 した.しかし,その後さらに産卵

討すると,N04の血清中のキサントフィル含量が他 率が低下しても,キサントフィル含量は停滞気味で

の供試鶏より著しく高いのは,体重が比較的大きい あった.

ことにノ州えて鹿卵率が低いために,キサントフィル 佃休レベルでは,産卵休止にともない体重は著 し

の利用性が他のどの鶏よりi;劣っていたことが原因 0く和休 し,飼料摂取量は逆に1%程度の減少が認め

であろう.この場合には,卵黄への移行が少なく, られわ.この結果は個体によって異なる傾向が強い.

体脂肪または鶏体の他部への貯蔵の方向でキサント 卵黄の色調は休産状況に近づ くに従いや ､うすい傾

フィルの利用がなされ, しかも,その利用の速度が 向を示した.平均の色調度は 090.
-
7
95.
 程度である.

遅いために血液中に多く見出されるものと思われる.

血描中のキサントフィル含量と休産現象との関連

では,各鶏ともにキサントフィル含量の顕著な相加

は産卵休止前後から認められた.即ち,Nolにおい

ては 6過の休産に対 して 5-6週,N03は 8週に対

産卵率の低下および飼料摂取量の両要因の複合した

のキサントフィル含量は産卵状況の良好な場合には

低い値であったが,産卵休止前後には著しく増加 し,

卵黄-の移行が阻止された現象であると推測された.
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